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町内会自慢 ④

沼田神社の彫刻

徳江北町内会

８゙ ９ ７
月

沼田神社の彫刻は。昭和58年３月に町の有形文化財に指定を受け

ました。広報くにみをはじめ多くの文献で紹介され、最近では町外

のかたがたも拝観に訪れております。彫刻は、福島市信夫山の羽黒

神社本殿の彫刻 を彫り上げた長谷川雲 橘安長の作と言われています

が、明らかではありません。 大変優れた美術晶ですので、末永く保

存に努め。今後も多くの皆さんに拝観して頂きたいと思います。

神社の祭礼は、毎年４月３日とｎ 月３日です。祭神は天照大神で

すが、古老のかたがたの話によると餐蚕の守護神であり、古くから

養蚕家の参拝かあ ったと言われ、地城の養蚕家はもちろんですが、

遠方から も参拝に訪れたと語り伝えられております。

(町内会長　八巻次男さん談)



も
う
す
ぐ

楽
し
い
夏
休
み

＝

水

難

事

故

防

止

＝

子
ど

も
た
ち

に
と
っ
て

楽
し
い
夏
休
み

が
も

う
す
ぐ
始
ま
り

ま
す

。

夏
休
み

は
、
子
ど
も
た

ち
は
親
の
身
近

か
な
と
こ
ろ
に

い
ま

す

。
成
長
し
つ
つ
あ
る

子
ど
も
を
知
る

い
い
機

会
で
す

。
そ
ん

な
姿
を
見
つ
め

な
が
ら

、
家
族
み

ん
な
で
夏

休
み

の
計
画

を
立

て

、
楽

し
い
思
い
出

を
つ

く
り
ま

し
ょ

う
。

ま
た

、
こ
の

時
期
は
、
夏

の
解
放
感

か
ら
く
る
交
通
事
故

。

水
難
事

故
が
多
く
な
り
ま
す
。
楽
し
い
夏

を
過
ご
す
た
め

に
、

家
庭
・
地

域
が
一

体
と

な
り
、
こ
れ
ら
の

事
故
を
未
然
に
防
ぎ

ま

し
ょ

う
。

▲もうすぐ楽しい夏休み（藤田幼稚園）

子
ど
も
の
水
難
事
故

～
半

数
以

上

が
夏
～

夏
休
み
を
控
え
、
本
格
的
な
水
の

シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ら
に
と
っ
て
は
、
う
れ
し
い
季
節

の
到
来
で
す
が
、
こ
こ
で
気
を
つ
け

た
い
の
が
水
難
事
故
。
毎
年
六
月

か

ら
八
月
の
Ｉ
こ
か
月
間
に
、
子
ど
も
の

水
を
め
ぐ
る
串
故
が
多
発
し
て

い
ま

す
。危

険
な
場
所
を
再
点
検

子
ど
も
の
水
難
事
故
の
約
八
創
が

ふ
た
や
曚
、
立
て
札
な
ど
の
な
い
場

所
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
水
の
シ
ー

ズ
ン
を
前
に
、
も
う
一
度
自
宅
付
近

の
河
川
や
用
水
路
、
た
め
池
な
ど
を

再
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
、
雨
が
降
っ
た
あ
と
は

河
川
や
湖
沼
池
の
水
か
さ
が
増
し
、

水
の
流
れ
も
速
く
な
り
大
変
危
険
で

す
。事

故
の
三
分
の
二
は

大
人
が
不
在

死
亡
な
ど
に
つ
な
が
る
事
故
の
発

生
場
所
は
、
第
一
位
が
河
川
、
次
い

で
海
、
用
水
堀
、
湖
沼
池
と
続
き
ま

す
。一

方
、
事
故
に
つ
な
が
る
行
動
パ

タ
ー
ン
は
、
水
泳
中
が
第
一
位
、
次

い
で
水
遊
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
見
落
と
せ
な
い
の
は
死
亡
事
故

の
三
件
の
う
ち
二
件
が
ご
子
ど
も
た

ら
だ
け
で
出
か
け
て
い
る
と
き
に
起

こ
っ
て

い
ま
す
。

で
す
か
ら
水
難
叫
故
を
減
ら
す
に

は
、
ま
ず
第
一
に
必
ず
保
護
者
か
信

頼
で
き
る
人
人
が
同
伴
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
第
二
に
、
子
ど
も
だ
け

で
遊
泳
や
水
遊
ぴ
を
し
て
い
た
ら
。

大
人
が
ひ
と
こ
と
注
意
を
し
て
あ
げ

楽
し
い
夏
休
み
が
悲
惨
な
結
果
に

な
ら
な
い
よ
う
、
親
子
で
水
の
事
故

の
怖
さ
に
つ
い
て
十
分
話
し
合
い
、

安
全
へ
の
再
確
認
を
し
た
い
も
の
で

す
。

河川クリーンアップ作戦

ご協力ありがとう

ござい まし た

・ 参加人員………………2.881 人

●ゴミ収集量…………………81
・土木建設業協会より

ダンプ協力（15巣者）…26台

河
川
ク
リ
ー
ン
ア
″
プ
作
戦
が
七

目
二
日
、
全
町
一
斉
に
行
わ
れ
、
各

地
区
の
皆
さ
ん
約
二
千

九
百
人
が
参

加
し
、
町
内
を
流
れ
る
滝
川
・
牛
沢

川
・
普
蔵
川
を
は
じ
め
各
河
川
と
そ

の
支
流
で
清
掃
作
業
を
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
河
川
敷
な
ど
に
投
棄
さ

れ
た
空
き
缶
、
廃
ビ
ニ
ー
ル
、
廃
材
、

紙
屑
な
ど
の
ゴ
ミ
の
回
収
や
雑
木
伐

探
、
草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
。
ゴ
ミ
の
搬
出
に
は
、
町
内

の
建
設
業
者
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

応
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

水
は
生
命
の
源
、
そ
し
て
水
は
食

重
な
資
源
で
す
。
川
は
宝
。
水
辺
は

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
安
ら
ぎ
と

潤
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
わ
た
し

た
ち
は
違
い
昔
か
ら
河
川
の
限
り
な

い
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
暮
ら
し
を
立

て
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
ほ
と
ん

ど
の
市
町
村
が
河
川
水
を
水
道
用
水

に
利
用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
。
ゴ
ミ
を
流
さ
な
い
、

洗
剤
は
無
リ
ン
の
も
の
を
使
う
な
ど
、

河
川
の
浄
化
に
心
が
け
、
魚
の
住
め

る
。
ホ
タ
ル
の
飛
び
交
う
美
し
い
川

に
し
た

い
も
の
で
す
。

▲ どんどんきれいに／

▲大勢の参加をいただきました



参議院議員通常選挙

投票日は７月23日

第
十
五
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
七
月
五
日
公
示
、
七

月
二

十
三
日
投
累
日
で

行
わ
れ
ま
す

。

国

内
外
と
も
に
重
要

な
課

題
を
抱
え
て

い
る
我
が
国

に
と
っ

て

は
、
今
後
の
国

政
を
左
右
す

る
極
め
て
重
大
で
深
い
意
義
を

持
つ

選
挙
で
す
。
有
権

者
一

人
ひ
と

り
が
冷
静

な
判

断
の
も
と

に
、
政
党
や
候
補
者
の

主
義
・

主
張
な

ど
を
十

分
見
極
め
て

悔

い
の

な
い
一

票
を
投

じ
ま

し
ょ
う
。

明
日
に
向
か
っ
て
、

み
ん
な
で
投
票

比例 代表 選挙
(旧全国区)

政党に投票します

白色の投票 用紙には、

政党の名称 または略称 を

記入し てください。

選 挙
区 選 挙

(旧地方区)

個人に投票します

薄黄色の投票 用紙 には、

候補者個人名を記入し て

くだ さい。

＠

選
挙
区
選
挙
は
、
都
道
府
県

を
単
位
と
し
て
候
補
者
個
人
に

投
票
す
る
選
挙
で
す
。

＠

比
例
代
表
選
挙
は
、
政
党
に

投
票
す
る
選
挙
で
す
。

昭
和
五
十
八
年
の
参
濃
院
議
員
通

常
選
挙
か
ら
、
参
議
院
全
国
区
制
が

改
正

さ
れ
、
比
例
代
表
選
挙
と
な
り

ま
し
た
。
比
例
代
表
選
堆
は
候
補
者

個
人
で
な
く
政
党
に
投
票
す
る
選
挙

で
す
。
大
切
な
一
票
を
間
違
い
の
な

い
よ
う
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

１
、
投
票
は
政
党
名
で
。
候
補
者
名

を
耆
く
と
無
効
で
す
。

２
、
政
党
の
選
訳
は
、
候
補
者
名
簿

や
政
策
を
よ
く
見
て
。

３
、
選
雛
運
助
は
政
党
が
。
候
補
者

佃
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

４
、
当
選
者
は
、
各
政
党
の
得
票
数

に
比
例
し
て
決
ま
り
ま
す
。

投
　
票

時
　
間

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
。

投

票

で

き

る

人

○
昭
和
四
十
四
年
七
月
二
十
四
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
。

○
平
成
元
年
四
月
四
日
ま
で
に
転
入

届
出
を
し
た
人
。

０
平
成
元
年
一
二
月
二
十
ご
百

以
後
国

兄
町
か
ら
転
出
し
た
が
、
新
住
所

地
に
四
月
四
日
ま
で
転
入
届
出
を

し
て
い
な
い
（
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
な
い
）
場
合
、
国
見

町
で
投
票
で
き
ま
す
。

不

在

者

投

票

投
票

当
日

、
や
む

を
得

な

い
理

由

で

投
票

で
き

な

い
方

は
、

不
在
者

投

票

が
で

き
ま

す
。

○
七
月

五
日

か
ら
七

月
二
十

二
日

ま

で

。
（
土
曜

・
日

曜
で

も
不
在

者

投
票

が
で

き
ま
す
Ｊ

Ｏ

時
間

は
、
午

前
八

時
一
’一

十

分

か
ら

午
後
五

時

ま
で
。

○

印
鑑

と
配
付

済
の
投

票
所

入
場
券

を

持

っ
て
選

挙
管
理

委
員
会

（
役

場

内
）

に

お
い
で
く

だ
さ

い
。

代
　
理

投

票

身
体
の
故
障
な
ど
の
た
め
、
自
分

で
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
、
政

党
名
を
耆
く
こ
と
の
で
き
な
い
人
の

た
め
に
、
代
理
投
票
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

代
理
投
草
を
さ
れ
る
方
は
、
選
挙

の
当
日
。
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
二
人
の
投
票
補
助
者

が
決
め
ら
れ
、
一
人

が
候
補
者
の
氏

名
を
代
筆
し
、
他
の
一
人
が
そ
れ
に

立
ち
会
っ
て
代
理
投
票
が
行
わ
れ
ま

す
。
選
挙
人
の
投
票
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。奥州合戦８００年祭

・行事期間

10月29日～11月５日



国保コーナー

高額療養費負担限度額の改正について

～国民健康保険法施行令が一部改正～

元年６月診療分から57，000円に

高
額
療
養
費
と
は

一
人
の
被
保
険
者
な
ど
か
、
同
じ

月
に
、
同
じ
病
院
な
ど
に
五
万
七
ｆ

円
（
住
民
脱
非
課
税
世
帯
の
人
は
三

万
一
千
八
百
円
）
以
上
の
自
己
負
担

分
医
療
費
（
保
険
診
療
分
）
を
支
払

っ
た
場
合
、
五
万
七
千
円
（
住
民
税

非
課
税
世
幣
は
三
万
一
千
八
百
円
）

を
超
え
た
額
は
．
国
保
が
あ
と
で
払

い
戻
し
ま
す
．
こ
れ
か
高
額
療
養
費

を
支
給
す
る
制
度
で
す
．

こ
の
制
度
か
あ
る
限
り
、
私
た
ち

は
、
ど
ん
な
重
い
病
気
を
し
て
も
．

あ
る
い
は
ど
ん
な
大
き
な
手
術
を
受

け
て
も
、
一
か
月
の
医
療
費
の
自
己

負
担
は
五
万
七
千
円
（
住
民
税
非
課

税
世
帯
は
三
万
一
千
八
百
円
）
で
す

む
わ
け
で
す
．

三
万
円
、
月
二
回
以
上

支
払
っ
た
場
合

■世帯合算ができる場合

一
つ
の
世
帯
で
、
向
じ
月
内
に
医

療
費
の
自
己
負
担
額
か
三
万
円
以
上

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
二
万
一
千

円
以
上
）
か
こ
件
（
回
）
以
上
あ
・
た

場
合
（
一
人
の
人
か
二
回
以
上
支
払

う
か
、
あ
る
い
は
二
人
以
上
の
家
族

か
支
払
っ
た
場
合
）
は
、
合
わ
せ
て

五
万
七
千
円

（
住
民
税
非
課
税
世
帯

は
三
万
一
ｆ
八
百
円
）
を
超
え
た
分

は
。
あ
と
で
国
保
が
払

い
戻
し
ま
す
。

た
だ
し
、
合

算
さ
れ
る
の
は
、
同

じ
世
帯
の
国
保
の
被
保
険
者
に
限
ら

れ
、
他
の
医
療
保
険
（
健
康
保
険
や

北
済
組
合
な
ど
）
の
加
入
者
と
は
合

算
さ
れ
ま
せ
ん
。

過
去
十
二
か
月
以
内
に

四
回
以

上

の

高

額
療

養

費

一
つ
の
世

帯
で

、
過

去
十

二
か
月

以
内

に
、
四

同
以
上

高
額

療

養
賢
の

支
給

か
あ

り
た
鳩
合

、

四
回
日

か
ら

は
一

か
月
三
万
一
．一
千

円

（
住
民

脱
非

課
税
世

帯
は

．一
万

二
千

二
百
円

）
を

超

え

た
分
に

つ

い
て
、

あ
と
で
国

保

が
払

い

峡
し
ま

す
．

こ
の

場
合
で

も

、
回
数

か
通

算
さ

れ
る
の

は
同
じ

世
帯

の
岡

保
の

被
保

険

者

に
限
ら
れ

ま
す

．

高
額
療
養
費
の
手
続
き

高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
場
合
は
、

商
額
療
養
費
支
給
申
請
有
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
申
請
に
は
、
印

鑑
と
医
療
槻
関
な
ど
の
領
収
蠢
か
必

要
で
す
。
ま
た
、
商
額
療
養
費
の
支

給
は
口
座
振
込
み
に
な
り
ま
す
の
で
、

皀
帯
主
名
儀
の
振
込
先
、
口
座
番
号

な
ど
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
．

自
己
負
担
額
の
計
算
は

①
月
の
一
日
か
ら
月
末
ま
で
、
つ
ま

り
、
軒
月
ご
と
に
計
算
し
ま
す
。

②
病
院
・
診
瞭
所
ご
と
に
計
算
し
ま

す
。

③
総
合
硝
院
の
各
診
瞭
料
は
、
そ
れ

ぞ
れ
別
計
算
と
な
り
ま
す
。

④
同
じ
病
院
で
、
内
科
な
ど
と
歯
科

か
あ
る
場
合
、
歯
科
は
別
計
算
と

な
り
ま
す
。

⑤
ひ
と
っ
の
病
院
・
診
療
所
で
む
、

人
院
と
通
院
は
別
計
算
と
な
り
ま

ｔ
⑥
差
額

ベ
ッ
ド
料
や
基
準
看
護
の
病

院
に
入
院
し
た
と
き
の
付
き
添

い

看
護
糾
な
ど
、
保
険
診
療
の
対
象

と
な
ら
な
い
む
の
は
除
き
ま
す
。

※
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
保
健
課

国
保
係
（
茜
八
五
一
二
一
一

）
内
線

一
四
已
　
有
線
四
一
六
五
）
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

☆
こ
ん
な
と
き
は
必
ず

十

四
日

以

内

に

届
け

出

を

国
保
に
入
る
と
き

こんなとき �手続きに必要なもの

・他の市区町村から転

入してきたとき �

印かん，他の市区町村

の転出証明書

・職場の健康保険をや

めたとき’ �

印かん、職場の健康保
険をやめた証明書

・ 職 鳩 の 健 康 保険 の 披

扶 養 書 から は ず さ れ

た冫 貪 �

印かん，被扶養者にな
れない理由の証明書

・子供が生まれたとき �
印かん，保険証，母子
手帳

・生活保護を受けなく
なったとき �

印かん，保護廃止通知
書

国
保
を
や
め
る
と
き

こんなとき �手続きに必要なもの

・他の市区町村に転出

するとき �
印かん，保験証

・職鳩の健康保険に入
ったとき �

印かん，国保と韆場の
健康保険の両方の保険
証（後者が未交付のと
きは加入したことを証
明するもの）

・職場の健康保険の被
扶糞奮になったとき

・国保の被保険者が死
亡したとき �

印かん，保険証

・生活保護を受けるよ
うになったとき �

印かん，保険証，保護
開始決定通知書
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3徳江長舘跡

菊　池　利　雄 徳江長舘要図

徳
江
長
舘
は
、
半
田
山
系
の
小
坂

木
落
山
に
源
を
発
し
柬
流
す
る
瀧
川

が
、
西
根
台
地
を
下
刻
し
な
が
ら
．

阿
武
隈
川
の
氾
濫
原
に
流
れ
出
す
徳

江
字
長
舘
に
あ
っ
て
、
森
江
野
小
学

校
か
ら
瀧
川
の
南
側
に
沿

り
て
、
東

に
延
び
た
舌
状
台
地
の
突
増
都
（
標

高
約
四
八
ｕ

）
に
位
置
す
る
複
郭
式

の
台
舘
で
あ
る
．

舘
の
周
囲
は
、
北
側
の
北
窿
か
ら

東
、
南
側
の
下
思
戸
に
か
け
て
の
氾

濫
原
に
は
．
阿
武
隈
川
に
よ
っ
て
形

成
Ａ

た
自
然
堤
｛
璢

び

駈

｝

に
よ
り
、
排
水
が
阻
害
さ
れ
て
後
背

湿
地

政

一
）
が
広
が
り
を
ふ
せ
｛
詔

罸

ａ

に

の
舘
の
泥
田
堀
．
北

側
を
流
れ
る
瀧
川
は
外
堀
と
し
て
機

能
し
て
お
り
、
舘
の
平
場
と
氾
濫
原

と
の
比
高
が
約
六
μ

を
は
か
る
急
崖

地
形
心
四
段
）
と
と
も
に
、
こ
の
舘
に

お
け
る
防
御
面
で
の
大
き
な
支
え
と

し
て
い
た
．

西
側
舘
ヶ
崎
と
の
境
界
を
な
す
塵

地
｛
ｎ

いｕ

冩

｝
は
、
幅
・
深
さ
と

も
未
鷂
査
で
明
ら
か
で
な
い
が
、
か

っ
て
の
堀
切
で
あ
り
、
防
御
面
で
の

弱
点
と
な
る
地
続
き
の
西
方
台
地
と

を
断
ち
切
り
、
独
立
丘
と
し
て
の
城

郭
を
形
成
し
て
い
た
．

舘
の
規
模
は
、
そ
の
名
称
の
よ
う

に
東
西
約
二
五
〇
ｕ

、
南
北
約
六
〇

ｕ

の
細
長
い
形
状
を
示
す
筏
郭
の
舘

で
、
平
場
の
削
平
の
状
況
は
良
好
で

あ
り
．
土
塁
遺
構
は
現
存
し
な
い
か
、

北
と
南
側
と
の
切
崖
面
の
旧
状
に
、

中
世
の
舘
跡
景
観
が
良
く
保
た
れ
て

い
る
．

大
手
の
位
置
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

舘
ヶ
崎
に
面
し
た
西
側
が
考
え
ら
れ
．

水
の
手
は
井
戸
水
に
依
存
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
．

長
舘

の
築
城

者
、
集

堋
時

期
や
．

い
つ
の

時
期
ま

で
槻
能

し
て

い
た
か

な
ど
、

具
体
的

な
こ

と
は
明

ら
か

で

な
い
．
現
在
、
舘
跡
に
は
斎
藤
キ

ョ
子
・

大
戸
チ

イ
・

斎
藤
林

兵
衛

氏
の
宅

地

や
畑
地

と
な

っ
て

い
る
か

、
明

治
十

七
年

に
作
成

さ
れ

た
「
徳

江
村

地
籍

図

」

で
は
、
舘

の
平

場
は

畑
、
そ

の

他
は

山
林
と

な

っ
て

い
た
．
ま

た
、

舘
の

東
南

に
は

］
盃
森

な
る
微

高
地

か
存

在
し

た
か
、

職
後

、
耕
地

整
理

が
行

わ
れ

た
際
、

削
平

さ
れ
て

現
存

し

な
い
か
、

森
は

山
ま

た
は

高
地
を

意
味

す
る
地

名
で

あ
る
．

伊
達
郡

の
西
恨

に

お
け
る

．
中
世

の
城
舘

跡
の

分
布

を
概
観

し
て

み
る

と

、
こ
の

徳
江

長
舘

と
同
じ
よ

う

に
、

西
根

台
地

と
阿
武

隈
川

氾
置
原

と

の

境

界
を
な
す

、

川
岸
段

丘

崖
上

の
平

場

に
、
構

築
を

み
た
伊

達
町

の
岡
舘

．

桑

折
町

の
播
摩

舘
、

神
十
郎

舘
、
左

衛
門

舘
、

文
吾
舘

、
下

郡
山
舘

、
古

館

、
小
舘

、
大
林

寺
舘

、
伊
達

崎
城
．

■
見

町
の

反
畑
舘

、
東

原
舘

、
徳
江

舘

．
築
舘

、
西

大
枝
古

舘

．
梁
川

町

の
大

枝
城

と
連

な
る
．

こ
れ

は
城

館

の

防
御

に
と

ぅ
て
段
丘

崖
の

も
っ

要

害
性
を
重

視
し

た
の

と
、
舘

主
層

の

経

済
を
支

え
る

基
盤

と
な

っ
た
阿

武

隈
川
の
自

然
堤

と
段

丘
崖

と
の
間

に

広
が
る

、
水
は

け

の
悪

い
湿
地
帯

に

開
発
さ

れ
た
、

舘
前

面
の
水

田
を
掌

握

す
る

、
便
宜

の
地

に
立
地

し
て

い

た
．

火
の
守
り
の
誓
い
新
た

～
町
納
防
団
～

六
月
十
一
日
、
町
消
防
団
の
観
閲

式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
九
時
に
十
一
台
の
消
防
自
動

車
で
、
町
内
に
整
列
し
た
団
員
を
観

閲
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
藤
田
小
学
校
校
庭
で
通

常
点
検
、
規
律
訓
練
、
ポ
ン
プ
操
法
、

分
列
行
進
な
ど
が
行
わ
れ
、
消
防
団

員
の
キ
ビ
キ
ピ
し
た
行
動
で
。
火
の

守
り
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

『
団
員
皆
さ
ん
の
旺
盛
な
士
気
と

規
律
あ
る
訓
練
の
成
果
が
遺
幡
な
く

発
揮
さ
れ
、
誠
に
力
強
く
、
消
防
団

に
対
す
る
信
頼
の
度
を
一
屑
深
め
ま

し
た
」
と
冨
永
町
長
か
ら
講
評
が
あ

り
、
続
い
て
阿
部
団
長
か
ら
『
当
町

の
消
防
施
設
。
設
備
は
年
々
充
実
さ

れ
て
、
こ
れ
ら
の
維
持
管
理
に
は
万

全
を
期
し
、
有
事
の
際
に
は
十
分
な

効
果
か
得
ら
れ
る
よ
う
に
」
と
訓
示

か
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
表
彰
並
び
に
表
彰
伝
達
が

行
わ
れ
、
前
分
団
長
の
仲
野
周
一
郎

さ
ん
ら
に
、
町
長
、
団
長
か
ら
感
謝

状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
一
般
表
彰
者
と
し
て
、
塚

野
目
地
区
の
防
火
水
槽
用
土
地
を
、

無
償
で
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
佐
藤

清
古
さ
ん
（
塚
野
目
宇
正
法
寺
）
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は

三
件
の
火
災
免
生

国
見
町
で
は
、
昨
年
一
年
間
に
三

件
の
火
災
が
発
生
し
、
貴
重
な
財
産

か
焼
失
し
ま
し
た
。
今
年
に
入
っ
て

一
件
（
六
月
末
現
在
）
発
生
し
て
い

ま
す
。

火
災
の
多
く
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

気
の
ゆ
る
み
や
不
注
意
か
ら
発
生
し

て

い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
火
の
元

に
十
分
注
意
し
て
、
火
災
の
な
い
明

る
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
・

Ａきぴきぴと行われた定朋点検

たばこのすいがらの

ポ゙イl 捨てはやめま

し ょう。
火の用心



み
ん
な
で
防
犯

笑
顔

の
夏

を

～
夏
の
防
犯
運
動
～

も
ｉ
す
ぐ
、・
子
ど
も
た
ち
か
待
ち

に
待
っ
た
夏
休
み
か
や
っ
て
き
ま
す
。

ご
家
族
の
方
も
夏
季
休
暇
を
と
っ
て

帰
省
や
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
で
外
出
す
る

機
会
も
多
く
な
り
が
ち
で
す
。
こ
の

季
節
特
有
の
解
放
感
や
気
の
ゆ
る
み
、

暑
さ
と
疲
労
な
ど
が
ｌ
な
っ
て
事
件

や
事
故
か
多
く
な
る
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。

福
島
県
警
で
は
、
七
月
一
日
か
ら

八
月
三
十
一
日
ま
で
の
２
か
月
間
、

地
城
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
『
夏
の

防
犯
運
助
』
を
実
施
し
ま
す
。

家
族
み
ん
な
で
防
犯

に
心
が
け
、

事
件
や
事
故
の
な
い
楽
し
い
夏
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

《
カ
ギ
か
け
は

家
族
み
ん
な
の
合
言
葉
》

夏
は
。
蒸
し
喬
さ
か
ら
戸
締
り
も

不
十
分
に
な
り
が
ち
で
す
。
泥
棒
や

痴
漢
は
。
こ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
す
き

を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。
カ
ギ
か
け
は

だ
れ
に
で
も
で
き
る
防
犯
で
す
．

ま
た
、
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は

必
ず
戸
締
り
を
励
行
し
、
ご
近
所
に

ひ
と
声
か
け
て
か
ら
外
出
し
ま
し
ょ

《
愛

の

手
で

の
ば
せ
よ
い
子
と
よ
い
心
》

麗
休
み
は
、
学
校
か
ら
の
解
放
感

と
気
の
ゆ
る
み
な
ど
か
ら
少
年
非
行

の
芽
生
え
る
季
節
で
す
．

特
に
、
万
引
な
ど
の

『
初
発
非
行
』

は
、
他
の
非
行
の
誘
因
と
な
り
ま
す

の
で
．
子
ど
も
さ
ん
の
行
動
を
見
守

る
と
と
も
に
次
の
点
に
注
意
し
ま
し

○
親
子
の
対
話
の
時
間
を
増
や
し
。

適
切
な
指
導
助
晋
を
与
え
ま
し
ょ

○
子
ど
も
が
外
出
す
る
と
き
は
。
行

先
や
用
件
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ

道
路
標
識
に
つ
い
て

ご
意
見
を
！

近
年
、
利
用
し
や
す
い
道
路
交
通

環
境
整
備
に
対
す
る
道
路
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
が
増
大
し
て
お
り
、
道
路
標

識
。
特
に
大
型
案
内
標
識
の
体
系
的

な
整
備
か
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
文
字
か
小
さ
く
読
み
づ
ら
い

○
距
離
の
表
示
か
お
か
し
い

な
ど
、
道
路
標
識
に
関
す
る
愚
見
を

幅
広
く
求
め
る
た
め
、
そ
の
受
付
窓

口
と
し
て
標
識
意
見
箱
（
楳
識

Ｂ
ｏ

占

を
闘
設
し
ま
し

た
の
で
、
ご
意

見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
・

”
標
識

Ｂ
ｏ

冫

へ
の
ご
意
見
は
、

次
の
宛
名
へ

▽
〒
知

福
鳥
市
黒
岩
宇
椶
平
3
6

東
北
地
建
福
鳥
工
事
標
識
係

▽
〒
蜘
　
福
島
市
杉
妻
町
２
－
1
6

福
鳥
県
庁
標
識
Ｂ
ｏ
χ

喙

▽
〒
勁
　
福
鳥
市
旭
町
7
1
2
1

柵
島
県
警
察
本
部
標
識
Ｂ
ｏ
χ

睇

作品 募集

ふ
る
さ
と
創
生

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

明
日
の
福
鳥
県
を
担
う
県
内
の
児

童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
か
、
未
来
の
ふ

る
さ
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
た
作
品

を
、
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
．
奮

り
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
．

▼
応
募
要
領

一
、
テ

ー

マ

ー一
、
応

募

資

格

气
募
集
期
間

四
、
提

出
先

气
企

画

六
、
大

き
さ

『
未
来

の
ふ

る
さ

と
』

小

・
中

・
高
校

の
児

童

、
生

徒

（
一
人

一

点

、
自
作

に
限

る
Ｊ

６
月
2
3
日
～
９

月
1
1

卩
ま
で
・

通
学
し

て

い
る
各

小
、

中
、

高
校

へ
提
出
し

て
く

だ
さ

い
。

画

材
、

色
は
自

由
。
4
5

㎝
×

匐

｀
か

ら

5
5㎝
×
4
0
一
以
内

七
、
審

査

９
月
下
旬
に
県
庁
に

お
い
て
入
賞
作
品
を

決
定
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
福
島
県
総
務
部
地
方

課
行
政
係
《
魯
ニ

ー

一
一
一
一
、

内
線
二
二
五
一
、
二
二
五
二
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
・

警
察
官
募
集

▽

賦

験

職

種

・
：

▽

採

用

人

員

・
・
ｌ

▽

受

験

資

格

・
：

▽
受

付
期

間
・
：

警
察
官
Ｂ

約
2
0名

昭
和
3
7年
４
月
２
日

か
ら
4
7年
４
月
１
日

ま
で
生
ま
れ
の
男
子

（
学
歴
不
問
）

平
成
元
年
８
月
８
日

か
ら
９
月
７
日
ま
で

詳
し
く
は
、
桑
折
警
察
署
藤
田
駐

在
所
｛
一

八
五
一

二
〇
五
九
｝
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
・

夏
の

交

通

事
故

防
止

県
民
総
ぐ
る
み
連
動

－

７
月
2
1日
～
８
月
2
0日
－

県
内
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
は
、

６
月
1
7日
硯
在
瞋
人
と
な
り
、
昨
年

よ
り
2
3日
も
早
く
商
人
に
達
し
ま
し

た
。ま

た
、
全
国
的
に
み
て
も
死
亡
事

故
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
第
二
次
交

通
職
争
の
到
来
と
い
う
大
変
憂
慮
す

べ
き
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
見
町
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な

く
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら
す
で
に
３

人
が
尊
い
生
命
を
失
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
夏
休
み
な
ど

で
年
間
の
交
通
事
故
が
多
発
す
る
時

期
を
控
え
、
こ
の
多
発
傾
向
に
歯
止

め
を
分
け
る
た
め
に
展
開
さ
れ
る
の

が
「
夏

の
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ

る
み
運
動
」
で
す
。

こ
の
運
動
の
目
標
は
、
暑
さ
や
行

楽
に
よ
る
疲
労
、
夏
の
解
放
感
か
ら

く
る

○
青
年
ド
ラ
イ
バ
ー
（
特
に
二
輪
車
）

の
無
謀
運
転
に
よ
る
事
故

○
過
労
（
居
眠
り
）
運
転
の
事
故

○
と
び
出
し
な
ど
の
子
ど
も
の
事
故

を
防
止
し
、
事
故
の
な
い
明
る
く
住

み
よ

い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

「

サ

マ

ー

ジ

ャ

ン

ボ

宝

く

じ

」（
予

約

制

）

申
込

受
付

中

こ
の
宝
く
匕
の
収
益
金
は
、
全
国

の
市
町
村
の
災
害
対
策
と
明
る
く
住

み
よ

い
衝
づ
く
り
な
ど
に
使
わ
れ
ま

す
．

○
『
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
匕
』
の

賞
金
は
、
一
等
六
千
万
円
、
前
後

賞
と
あ
わ
せ
て
九
千
万
円
、
さ
ら

に
デ
ラ
ッ
ク
ス
レ
ジ
ャ
ー
賞
（
特

別
賞
）
な
ど
か
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。

○
予
約
申
込
期
間
；
‐
７
月
1
7日
か
ら

７
月
2
8日
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

な
お
、
申
込
方
法
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
、
７
月
1
7日
（
月
）
の
新
聞
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。



奥
さ
ん

あ
な
た
な
ら
ど
う
し

ま
す

～
伊
達
地
方
消
防
組
合
～

最
近

、
て

ん

ぶ
ら
油
の
入

り
た
鍋

を

か
け

た
ま

ま
買
物

に
行

っ
た
留

守

に

、
住
宅

が
燃

え

た
火
災
か

発
生

し

ま

し
た

。
幸

い
大
事

に
至

ら
ず

に
消

火
で

き
ま

し

た
が
、

通
常
、

て
ん

ぷ

ら

に
よ

る
火
災

は
ち

よ

う
と
し

た
油

断
で

発
生

し
て

い
ま
す

。

○
電

話

が
か
か

っ
て
き

た
。

０

お
客
さ

ん
と

話
し

込
ん
で

し
ま
う
・

○
テ

レ

ビ
に
夢
中

に
な

っ
て

し
ま
う

。

こ
の

よ
う

な
場
合

、
あ

な
た

は
ど
う

し
ま
す

か
…

…

ほ
ん
の

二
、
一
‘一
分

と

思

り
て

い
た
の

か
、
気

づ

い
た
と
き

は
炎

が
上

が

う
て

い

た
。
こ

の
よ
う

な
経
験

は
あ

り
ま

せ
ん

か
。

て
ん

ぶ

ら
油
は

、
コ

ン
ロ

に
か
け

た
と
き

か
ら

約
十
五

分
で

一
気

に
燃

え
上

が
り
ま

す
。
て

ん

ぶ
ら
や

フ
ラ

イ
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場
を
離

れ
な
い
こ
と
か
、
火
災
防
止
の
決

め

手
で
す
．

も
し
、
揚
げ
物
申
の
油
に
火
が
燃

え
移
っ
た
ら

○
絶
対
、
水
を
か
け
な
い
．

○
あ
わ
て
ず
ガ
ス
の
元
栓
を
し
め
る
．

０
鍋
の
ふ
た
を
手
前
か
ら
榾
ら
せ
る

よ
う
に
し
て
ふ
た
を
す
る
．

○
ふ
き
ん
や
ぞ
う
き
ん
を
廈
ら
し
て

固
く
絞
り
、
鍋
一
杯
に
広
げ
る
よ

う
に
し
て
二
、
三
枚
か
け
る
．

こ
れ
ら
の
こ
と
で
火
災
は
防
げ
る
は

ず
で
す
．
で
き
れ
ば
、
万
一
の
場
合

に
備
え
て
、
消
火
器
を
備
え
て
お
く

こ
と
か
必
要
で
す
．

東

北

電

力

か
ら

の

お
願
い

「

釣
り

の
季

節
」

電
線
に
注
憲
し
ま
し
ょ
う
！

毎
年
釣
り
ざ
お
（
カ
ー
ポ
ン
ロ
ッ

卜
）
に
よ
る
感
電
死
亡
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
送
電
線
の
近
ぐ
は
大

変
危
険
で
す
の
で
、
感
電
事
故
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

悪
質
な
防
問
販
売
に

ご

注
意

を
／

最
近
、
町
内
の
お
年
寄
り
の
家
庭

を
肪
問
し
『
東
北
電
力
か
ら
来
ま
し

た
』
と
言
っ
て
、
壞
れ
て
い
な
い
換

気
廟
や
ト
イ
レ
フ
ァ
ン
を
取
り
瞥
え
、

法
外
な
代
金
を
受
け
取
る
悪
賢
な
防

問
販
売
業
者
か
出
裂
し
て
い
ま
す
．

東
北
電
力
で
は
訪
問
販
売
は
い
っ
さ

い
し
て
お
り
ま
せ
ん
．

〃
お
か
し

い

な
”
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
最
寄
り
の

東
北
電
力
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

Ｏ
禍
島
営
業
所
（
雲
2
2一

二
一
六
一
）

○
桑
折
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
一
8
2－

二
○
Ξ
Ξ
）

自
衛
官
募
集

防
衛
庁
で
は
睦
・
海
・
空
の
自
衛

官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
募
集
区
分
及
び
応
募
資
格

二
等
睦
・
海
・
空
士
（
男
子
）

十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満

◇
受
付
期
間

常
時

手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
。
自
衛
隊

福
島
募
集
案
内
所
（
魯
三
一
－

五
五

二
九
）
ま
た
は
役
鳩
住
民
線
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
・

交

適
巡
祝
員
募
集

▽

採

用

人

員
・
：

▽

受

験

資

格
・
・
・

▽
受

付
期
間
・：

約
５
名

昭
和
4
1年
４
月
２
日

か
ら
む
年
４
月
１
日

ま
で
生
ま
れ
の
女
子

（
学
歴
不
問
）

平
成
元
年
８
月
８
日

か
ら
９
月
７
日
ま
で

詳
し
く
は
。
桑
折
警
察
署
藤
田
駐

在
所
（
雲
八
五
－

二
○
五
九
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

戸 籍 の窓 口
１６月謦持衵

出生おめでとうござい ます

子 の 名　 保護者　　町内会

美 穂(み　 ほ)赤間 秀雄 大 木 戸

健 児(け ん じ)武田 正男 第　 三

翔 太(しょうた)松浦 勝美 大 木 戸

茜( あ か ね)鈴木 保幸 源亰山西

健 人(け ん と)菊地 政藏 石母田東

利 樹(と し き)鑓水 高志 山崎小館

美祐貴(み ゆ き)高檎 信弘 耕　 谷

俊 募(としひろ)佐久間 正 第　 一

彩 夏(あ や か)高野 正事 鳥　 取

串( み ゆ き〉菊地 教泊 石毋田東

結婚おめでとう ござい ます

氏　　 名
本　多 久 範
星 野 文 子

佐 藤 通 裕
安 齋 君 子

町内会

埼 玉 県

光 明 寺

山崎小舘

福 鳥 市

おくやみ申し上げます

氏　　名　　　年齢　　町内会
村 上 ティ子　　55　　 山　 椶

佐 藤 忠 夫　　58　　 原　･I
羽 楓　カ　ネ　　80　　 錦　 町
古 田 千代次　　91　　 貝　 田
斎 藤 幸 吉　　83　　 徳江 北
古d 』喜 一　　83　　 官町 南
若 松 明 美　　27　　 石毋田西
高 木 幸 作　　89　　 石毋田北
鵬 坂 惣五廊　　69　　 太田 川

人 口 と世 帯

:7 月１日現在(前月比)６月中のうごき

人
口

･男5 人 （－11 ）

一女6  , 219人 （－ ７）

･針11.954 人 ｛－18 ｝

l世帯数2.9  %戸(   ー3 )

転 入　10人

転 出29 人

出　生10 人

死 亡　９人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二 階 相 雄 窒 （柬●人口からお入り下さい）

時 間 ： ９畤 ～12 時

こまったことや。相談ごとがあり ましたら、

お気僅にご 相談下 さい。秘密 は絶対 に守ります。

〔相 談 員〕

７月25日（火）佐久問 巖・斎藤 洋子

８月５日（土）樋口　 弘・佐久間モト

８月15  日 (火）菊地 平助・渋谷 愛子

７月　文月（ふみづき）

匐1ﾖ（木）海の記念日

四 日 ( 日 ) ふみの日

大 暑

28 日（金）土用のEI廴j
S.I.い.|　■･・　I －

８月　葉月（はづき）

１日（火）水の卩

６日 印 ）広鳥原爆記念日

？日（月）立 秋

９日（水）畏崎原爆記念日



公
民
館
だ
よ
り

国 見町 公 民館

8 5 ｰ 2 6 7

（有) 4 1 5 6

料
理
教
室
に
参
加
し
て

藤
田
　
佐
藤
ト
シ
ヱ

六
月
十
七
日
は
、
料
理
教
窒
の
開

講
式
、

〃
料
理
を
習
う
”
こ
と
な
ど

は
何
年

ぷ
り
、
い
や
何
十
年
ぶ
り
と

い
お
う
か
、
本
当
に
久
し
振
り
で
エ

プ
ロ
ン
を
片
手
に
心
は
ず
ま
せ
公
民

館
に
急
ぎ
ま
し
た
．

生
徒
は
．
未
来
の
夫
の
た
め
に
と

若
い
Ｏ
Ｌ
を
は
じ
め
、
子
や
孫
の
た

め
に
、
夬
の
た
め
に
と
張
り
切
っ
て

い
る
女
性
三
十
名
で
し
た
．

講
師
に
頼
り
過
ぎ
ず
自
分
か
ら
も

創
り
出
す
態
度
を
も
っ
て
ほ
し

い
と

の
公
民
館
長
さ
ん
の
挨
拶
に
始
ま
り

講
師
杉
崎
先
生
の
紹
介
、
杉
崎
先
生

は
、
藤
田
小
に
お
ら
れ
。
硯
在
鎌
田

小
で
給
食
を
担
当
さ
れ
て
い
る
先
生

で
。

「
子
供
遠
の
喜
び
そ
う
な
料
理
を
習

う
こ
と
か
で
き
る
ね
Ｊ

と
生
徒
達
の
さ
さ
や
き
が
聞
え
て
き

ま
し
た
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
調
理
開
始
、
本

日
の
テ

ー
マ
は
、
『
安
価
で
栄
養
価

の
高
い
卵
を
使
コ

さ

で
、
一

五
色

卵
　

●
パ
ン
プ
デ
ィ
ン
グ
　
・

豆
腐

と
う
ず
ら
卵
の
あ
え
む
の
（
本
日
は

鶏
卵
）

●
か
に
た
ま
　
●
か
に
と
レ

タ
ス
の
ス
ー
プ
の
五
種
類
で
、
こ
ん

な
に
た
く
さ
ん
覚
え
ら
れ
る
か
な
あ

と
少
々
心
配
で
し
た
が
、
杉
崎
先
生

の
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
た
助
言
桁
導

と
、
公
民
館
の
八
巻
さ
ん
の
気
配
り
、

失
敗
を
や
さ
し
く
カ
バ
ー
し
て
く
れ

る
グ
ル
ー
プ
の
協
力
で
、
手
ぎ
わ
よ

く
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
野
菜
を
刻
ん

だ
り
炒
め
た
り
、
盛
皿
の
準
仰
や
ら

で
、
ひ
と
き
わ
賑

り
た
調
理
室
も
や

が
て
静
ま
り
、
オ
ー
ブ
ン
の
中
か
ら

パ
ン
ブ
デ
ィ
ン
グ
の
香
ば
し

い
匂
い

が
部
屋
い
っ
ぱ
い
広
が
る
頃
。
約
二

時
間
で
予
定
さ
れ
た
料
理
か
次
々
と

出
来
あ
が
り
ま
し
た
。

今
乍
か
ら
調
理
台
で
鴻
か
使
え
る

よ
う
に
し
て
い
た
だ
い
た
と
の
こ
と

で
後
片
付
け
も
ス
ム
ー
ズ
に
終
わ
り

講
師
と
一
緒
に
試
食
を
し
ま
し
た
。

さ
す
か
、
ご
指
導
の
お
か
げ
で
味
も

な
か
な
か
で
し

た
。
『
今
夜
は
腕
を

ふ
る
っ
て
家
族
を
喜
ば
し
て
や
ろ
う

か
な
Ｊ
な

ど
と
考
え
な
が
ら
。
楽
し

く
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
味
わ
り

た
り
し
ま
し
た
。
多
分
、
他
の
生
徒

の
方
々
も
夕
食
に
は
、
愛
情
た
っ
ぷ

り
な
一
味
ち
か
・
だ
卵
料
理
か
一
品

加
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い

ま
す
。

食
べ
慣
れ
て

い
る
卵
が
。
ち
ょ
っ

と
し
た
工
夫
や
コ
ッ
で
数
倍
も
美
味

く
な

’
た
り
、
業
養
価
を
高
め
た
り

す
る
こ
と
や
、
手
抜
き
を
せ
ず
一
品

一
品
愛
情
を
こ
め
て
調
理
す
る
こ
と

の
大
事
さ
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
乂
、
物
事
に
対
す
る
多
様
な
考

え
や
、
先
輩
方
の
貴
重
な
生
活
の
知

恵
な
ど
も
見
聞
す
る
こ
と
か
で
き
。

習
う
こ
と
、
作
る
こ
と
の
豪
し
さ
が

ふ
え
次
回
か
待
た
れ
る
料
理
教
室
で

し
た
。

▲腕を富って.／

軟
式
テ
ニ
ス
教
室
に

参
加
し
て

町
東
　
高
橋
　
　
孝

五
月
二
十
八
日
か
ら
円
回
に
わ
た

り
、
町
民
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
に
於

い
て

硬
式
テ
ニ
ス
の
中
縁
者
敦
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
何
回
か
テ
ニ
ス
教
室

は
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
か
、
初
心
者

対
象
の
た
め
、
経
験
者
で
あ
る
私
は

受
講
の
槻
会
を
得
る
こ
と
か
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
ス
ト
ロ

ー
ク
、
ボ
レ
ー
な
ど
基
本
に
戻
り
な

が
ら
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア

″
プ
を
図

る
た
め
に
、
敦
室
に
参
加
し
て
み
た

い
な
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
様
な
訳
で
、
今
回
の
企
画
を

知
っ
た
時
は
。
主
催
者
で
あ
る
公
民

館
に
感
謝
し
な
が
ら
、
辿
ん
で
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
窒
で
は
、
講
師
で
あ
る
元
国
体

選
手
の
菅
野
秦
信
氏
よ
り
、
受
講
生

。一
十
名
の
中
の
一
人
と
し
て
、
テ
ニ

ス
の
基
本
か
ら
応
用
ま
で
の
プ
レ
ー

を
毎
回
丁
寧
に
ご
指
導

い
た
だ
き
ま

し
た
。
普
段
の
練
習
で
は
、
ゲ
ー
ム

に
ば
か
り
目
が
向
き
が
ち
で
技
術
の

向
上
か
得
ら
れ
ま
せ
ん
か
、
計
画
に

基
づ
い
た
練
習
を
行
え
た
こ
と
は
、

自
己
流
の
テ
ニ
ス
を
矯
正
す
る
た
め

に
大
変
役
立
ち
。
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ

ン
プ
レ
ー
な
ど
の
実
戦
的
な
練
習
も

取
り
入
れ
て
あ
り
。
試
合
を
す
る
時

の
参
考
に
な
る
こ
と
か
多
く
、
中
級

プ
レ
ー
ヤ
ー
に
と
っ
て
有
り
離

い
む

の
で
し
た
。

四
週
川
に
わ
た
る
毎
週
日
曜
口
の

四
回
の
敦
室
が
本
当
に
短
く
感
じ
ら

れ
る
程
充
実
し
た
内
容
で
、
も
っ
と

上
手
に
な
り
た
い
、
も
っ
と
学
ぴ
た

い
と
顫
っ
た
受
講
生
は
、
私
だ
け
で

は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

再
び
今
回
の
よ
う
な
教
室
か
開
催

さ
れ
れ
ば
。
ぜ
ひ
ま
た
参
加
し
た
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

手
軽
で
、
あ
る
程
贋
年
老

い
て
も

で
き
て
。
し
か
も
勝
負
の
お
も
し
ろ

さ
を
味
わ
え
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
テ
ニ
ス
を
、
艮
く

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス ポ ー ツ だ よ り

◇県民 スポーツ火会（県北大会）

とき　７月23 日 ( 剛
稙　　 目 会　 鳩

壮年ソフトボーjﾚ
叺　　　　　 球

軟　 式　 庭　 球
バ ド ミ ン ト ン

家庭バレーボール

北沢乂小・罕野中

サンライフ福島
福鳥市庭球場

勤労者体育館
北沢又小・餓田小

◇第10回少年ソフトボール人会
とき　７月 い ( 日 ) 町民運助場

◇伊達スポーツ大会町予選会　テニス郁
とき　 ７月３０Ⅲ 日｝町民 テニ スコ ート

◇第６回スポーツソフトボー･レ大会

第８同伊潼地方衛生処理組合
管理者杯町予遡会

ｙ 掫　 凡爿 ２０ 口ｆ日 ） ｌr 咥 凛 龜力場



成

人

学

級

中
央
婦
人
苧
績

県
議
会
を
傍
聴

去
る
六
月
二
十
三
日
．
成
人
学
級

と
中
央
婦
人
学
級
合
同
で
県
罎
会
傍

聴
と
県
庁
内
見
学
を
行
い
ま
し
た
．

公
民
館
学
級
と
し
て
県
議
会
傍
聴

は
今
回
か
初
め
て
で
あ
り
．
参
加
者

は
成
人
学
級
生
三
十
二
名
．
中
央
婦

人
学
級
生
二
十
三
名
計
五
十
五
名
で
、

全
員
電
車
で
福
島
ま
で
行
き
、
歩
い

て
県
庁
ま
で
行
き
ま
し
た
．

議
員
食
堂
で
昼
食
の
後
．
少
々
緊

張
の
面
持
ち
で
議
場
に
入
り
ま
し
た
．

鍍
場
に
入
る
と
、
中
央
に
議
長
席
が

あ
り
、
向
か
っ
て
左
側
の
ひ
な
段
は
、

三
段
と
部
長
席
で
、
前
日
就
任
し
た

ば
か
り
の
奥
山
健
一
剛
知
事
の
飯
が

見
え
、
右
側
は
、
前
列

が
各
委
員
会

委
員
長
席
、
後
列
か
事
務
局
席
で
し

た
。
定
刻
の
一
時
に
本
会
議
か
は
じ

ま
り
、
社
会
党
の
原
誠
氏
が
代
表
質

問
に
立
ち
、
杜
会
情
勢
全
般
に
わ
た

っ
て
約
四
十
分
間
質
問
し
ま
し
た
。

答
弁
は
、
知
事
。
剛
知
事
、
各
部
艮

か
行
い
、
二
時
二
十
分
閉
会
し
ま
し

た
。
二
階
の
両
側
は
報
道
席
に
な

り

て
お
り
、
日
頃

Ｔ
Ｖ
で
見
慣
れ
た
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
や
カ
メ
ラ
マ
ン
の
顔
か

並
ん
で
い
ま
し
た
。
傍
聴
者
は
約
百

名
、
私
た
ち
が
半
数
を
し
め
て
い
ま

し
た
。
議
場
独
特
の
緊
張
し
た
雰
囲

気
を
経
験
し
。
傍
聴
券
を
出
口
で
守

衛
さ
ん
に
渡
し
て
、
ほ
っ
と
一
息
。

そ
の
後
、
知
事
公
郎
に
場
所
を
移

し
、
大
会
議
室
や
応
接
室
な
ど
を
見

学
し
ま
し
た
。
県
に
お
い
で
に
な
っ

た
内
外
の
お
客
様
を
接
待
し
た
り
、

知
事
の
年
頭
の
あ
い
さ
つ
な
ど
、
広

く
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
中
で

も
酒
井
田
柿
右
衛
門
の
置
き
物
が
三

千
万
円
と
聞
か
さ
れ
、

】
同
か
ら
た

め
息

が
も
れ
ま
し
た
。

梅
雨
空
の
あ
い
間
を
ぬ
っ
た
見
学

学
習
の
全
日
程
を
終
え
、
公
館
前
で

解
散
し
ま
し
た
。

Ａ県庁前で記念撮彫

成
人
学
級
の史

跡
め
ぐ
り

板
橋
　
安
藤
善
三
郎

私
連
学
級
生
二
十
三
名
は
、
菊
池

利
雄
先
生
の
案
内
に
よ
り
、
信
夫
の

里
の
史
跡
を
訪
ね
ま
し
た
。
今
回
は
、

奥
州
合
戦
八
百
年
と
松
尾
芭
蕉
「
奥

の
細
道
」
紀
行
二
百
年
を
記
念
し
て
、

こ
れ
に
関
係
あ
る
史
跡
を
選
び
、
最

初
に
飯
坂
の
大
鳥
城
跡
を
見
学
し
ま

し
た
。

奥
州
合
戦
の
際
石
那
坂
で
奮
闘
し

た
佐
藤
基
治
の
居
城
で
あ
り
、
今
も

土
塁
や
空
堀
の
遺
構
の
一
部
が
残
さ

れ
て
お
り
住
時
が
偲
ば
れ
ま
し
た
。

佐
藤
基
治
の
菩
提
寺
で
あ
る
医
王

寺
に
は
、
有
名
な

『
笈
も
太
刀
も
五

月
に
か
ぎ
れ
紙
幟
』
の
句
碑
か
あ
り
、

境
内
に
あ
る
「
し
ら
か
し
」
は
樹
齢

三
百
年
以
上
の
大
木
で
福
鳥
市
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
木
造
釈

迦
如
来
坐
像
の
あ
る
下
鳥
渡
の
陽
泉

寺
に
、
日
本
一
美
し
い
と
い
わ
れ
る

板
碑
の
供
養
塔
か
あ
り
、
交
通
の
便

恙
ぐ
訪
れ
る
機
会
も
な
く
、
今
回
初

め
て
見
る
こ
と
か
で
き
ま
し
た
・

鎌

倉
時
代
、
母
の
供
養
の
た
め
建
立
し

た
板
石
塔
婆
は
、
飛
雲
に
乗
っ
た
阿

弥
陀
様
や
観
音
、
勢
至
の
御
姿
は
神

々
し

い
も
の
で
し
た
。

大
森
字
城
山
に
あ
る
大
森
城
は
奥

州
の
要
衝
と
し
て
伊
達
家
十
五
代
睛

宗
の
築
城
と
い
わ
れ
、
後
に
畋
宗
の

重
臣
伊
達
成
実
や
片
倉
小
十
郎
が
城

主
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
は

桜
の
名
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
く
に
あ
っ
て
も
な
か
な
か
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
史
跡
を
、
半
日
で

し
た
か
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
て
、
心

の
充
実
感
を
味
わ
い
な
が
ら
帰
路
に

っ
き
ま
し
た
。

▲蜘しに観明を聞く参加奮

町
民
登
山
に

参
加
し
て

県
北
中
二
年
　
佐
藤
　
貴
幸

山
か
好
き
な
侠
は
、
町
民
登
山
参

加
者
募
集
の
回
覧
か
来
る
と
す
ぐ
に

友
達
を
さ
そ
っ
て
応
募
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
快
晴
で
最
高
の
登
山
に

な
り
ま
し
た
。
朝
六
時
四
十
五
分
に

公
民
館
に
集
合
し
、
バ
ス
で
賽
の
礇

に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
紀
念
写
真

を
搬
り
熊
野
岳
を
目
指
し
て
登
り
始

め
ま
し
た
。
ま
ず
尾
根
か
ら
谷
へ
下

り
ま
し
た
。
川
を
渡
り
し
ば
ら
く
行

く
と
、
か
も
し
か
温
泉
跡
に
着
き
、

そ
こ
で
し
ば
ら
く
休
み
ま
し
た
が
、

温
泉
跡
の
土
台
や
建
物
の
残
骸
が
放

さ
れ
て
い
る
の
は
無
残
で
し
た
・

そ
こ
か
ら
し
ば
ら
く
登
る
と
お
ば

あ
さ
ん
が
貧
血
を
お
こ
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
結
構
。
愈
な
坂
を
速
く
歩

い
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、

参
加
者
が
登
う
て
い
る
時
に
お
ば
あ

さ
ん
と
侠
た
ち
は
休
ん
で
い
た
の
で

み
る
み
る
う
ち
に
お
い
て
い
か
れ
ま

し
た
。
お
ぱ
あ
さ
ん
は
。

『
先
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
』

と
何
回
も
言
い
ま
し
た
が
そ
ん
な
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
休
み
な
が
ら
少

し
ず
つ
登
り
ま
し
た
が
な
か
な
か
進

ま
ず
。
保
健
の
係
の
人
と
戻
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
僕
は
、
心
配
し
て

戻
っ
て
来
た
お
じ
さ
ん
と
先
に
行
っ

て
し
ま
っ
た
参
加
者
を
追
い
か
け
ま

し
た
。
追
い
つ
い
た
時
は
弁
当
を
食

べ
て
い
ま
し
た
。
僕
も
友
達
と
い
う

し
ょ
に
食
べ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
ゆ
っ
く
り
登
り
ま
し

た
。
緑
色
の
水
の
入
っ
て
い
る
御
釜

や
石
垣
に
囲
ま
れ
て
い
る
神
社
に
お

参
り
し
た
り
、
蔵
王
で
一
番
高
い
熊

野
岳
の
三
角
点
に
乗
っ
て
来
ま
し
た
。

熊
野
岳
を
下
る
途
中
に
流
れ
出
て
い

た
雪
ど
け
水
は
と
て
も
冷
た
く
お
い

し
か
っ
た
で
す
。
い
つ
の
間
に
か
地

蔵
尊
に
着
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
写
真
を

撮
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
蔵
王
中
央

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
行
く
途
中
、
ス
キ

ー
場
の
ゲ
レ
ン
デ
で
転
び
ズ
ボ
ン
が

ぬ
れ
て
し
ま
う
（

プ
ニ
ン
グ
も
あ
り

ま
し
た
が
全
員
無
事
、
帰
っ
て
来
ま

し
た
。



タ
イ
か
ら農

業
研
修
生

タ
イ
か
ら
の
農
業
研
修
生
か
、
山

崎
北
の
八
島
富
一
さ
ん
（
山
崎
字
中

川
前
一
八
）
宅
で
。
今
年
四
月
末
か

ら
実
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
人
は
、
モ
ン
コ
ン

ー
キ
ャ
オ

マ
ニ
ー
セ
ン
さ
ん
（
二
十
四
歳
）。
モ

ン
コ
ン
さ
ん
は
ア
セ
ア
ン
研
修
生
の

一
人
と
し
て
来
日
し
、
十
一
月
末
ま

で
の
約
七
ヶ
月
間
、
主
に
養
豚
に
っ

い
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。

以
前
、
八
島
さ
ん
も
ヨ
ー
ロ
１
（

、

ア
メ
リ
カ
な
ど
で
研
修
を
し
た
経
験

か
あ
り
『
梅
外
研
修
生
の
受
入
れ
側

と
し
て
、
一
番
気
を
使
う
の
は
モ
ン

コ
ン
さ
ん
の
他
康
。
帰
国
し
た
ら
日

本
で
学
ん
だ
技
術
を
生
か
し
て
欲
し

い
』
と
語
っ
て
お
り
、
ま
た
、
モ
ン

コ
ン
さ
ん
は
『
貴
重
な
こ
の
研
修
期

間
に
、
日
本
の
農
業
技
術
を
し
っ
か

り
習
得
し
た
い
』
と
は
り
き
っ
て
い

ま
し
た
。

Ａ冨永町長を表敬訪問したモンコンさんと八島さん

学
校
の
ま
わ
り
を

き
れ
い
に
／

～
大
木
戸
小
ク
リ
ー
ン
作
戦
～

”
空
き
缶
や
ゴ
ミ
を
な
く
し
、
学
校

周
辺
を
き
れ
い
に
し
よ
う
”
と
、
去

る
六
月
八
日
、
大
木
戸
小
学
校
（
星

輝
男
校
長
）
で
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
行

い
ま
し

た
．

当
日
は
。
児
童
全
艮
と
先
生
か
学

年
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
区
域
に
分
か

れ
。
学
校
周
辺
の
四
号
国
道
を
は
じ

め
側
溝
を
約
一
時
間
に
わ
た
っ
て
ジ

ュ
ー
ス
の
空
き
缶
や
紙
く
ず
を
拾
い

集
め
ま
し
た
。
桑
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
の

最
は
ト
ラ

″
ク

ー
台
分
に
も
な
り
、

児
竃
た
ら
は
ゴ
ミ
の
多
さ
に
驚
い
て

い
ま
し
た
。

▲大木戸小クリーン作戦

石
原
晃
雲
さ
ん
に

感
謝
状

『
小
さ
な
画
家
の
家
』
を
土
宰
す

る
石
原
晃
雲
さ
ん
に
こ
の
ほ
ど
．
韓

国
文
化
芸
術
研
究
会
か
ら
感
謝
状
と

メ
ダ
ル
か
届
き
ま
し
た
．

こ
れ
は
韓
国
文
化
芸
術
研
究
会
か

「
外
国
の
優
れ
た
文
化
芸
術
を
偉
国

に
紹
介
し
．
三
ケ
国
間
相
互
の
国
際

文
化
交
流
を
は
か
り
、
理
解
と
親
善

を
深
め
る
」
こ
と
を
日
的
に
開
催
し

た

ｉ

韓
中
日
国
際
唇

に
東
北
か

ら
た
だ
一
人
特
別
に
選
定
さ
れ
、
六

号
の
臨
面
台
紙
に
描

い
た
『
い
た
ち
』

を
出
品
し
た
も
の
で
す
。

▲石原さんが出品したr いたちJ

山
崎
上
亀
田

工
業
団
地
完
成

町
が
福
島
地
方
土
地
開
発
公
社
に

委
託
し
、
新
年
度
よ
り
進
め
て
お
り

ま
し
た
山
崎
上
亀
田
工
業
団
地
の
造

成
工
事
か
、
六
月
中
旬
に
完
成
い
た

し
ま
｀
し
た
。

工
業
団
地
の
広
さ
は
杓
一
万
二
千

㎡
で
、
二
社
の
進
出
か
決
定
し
て
お

り
ま
す
。

自
金
運
輸

『
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
』

福
島
配
送
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
着
丁
さ
れ
九
月
オ
ー
プ
ン
に

向
け
て
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
か
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

も
う
一
社
山
形
県
長
井
市
の
椎
名

製
作
所
に
つ
い
て
は
、
来
年
四
月
操

業
予
定
で
す
。

▲完成した山繭上亀田工業団地

海上自衛隊横須賀音楽隊来る!!

高度な演奏技術を持つ、横須賀膏楽隊一

行４５名のすばらしい演奏をお聞きください。

日　 畤

鳩　所

生　 催

平成元年７月21 日 (金）

午後１時 から３時まで

大枝広場

大枝ふる里祭り実行委員会

※小雨決行

編
集
日
記

○
七
月
二
十
三
日
は
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
の
投
票
日
。
国
内
外
と
も
に

重
要
な
課
題
を
抱
え
て

い
る
時
期
。

大
切
な
一
票
で
す
。
棄
権
し
な

い
で

必
ず
投
票
し
ま
し

ょ
う
。

○
福
鳥
地
方
気
象
台
の
予
報
で
は
。

梅
雨
明
け
は
平
年
並
み
と
か
。
い
よ

い
よ
夏
本
番
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の

待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
も
も
う
す
ぐ
、

楽
し
い
プ
ラ
ン
は
も
う
で
き
ま
し
た

か
。
海
や
山
へ
出
か
け
る
機
会
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
の
楽
し

い
夏
休
み
。
事
故
な
ど
に
十
分
気
を

つ
け
て
、
楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ

ん
作
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。（
χ
）

の
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